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弱酸性電解水によるキュウリうどんこ病防除に関する研究

Studies on control of pOwdery mildev On cucunber leaves by faintly acidic electrolyzed water

福田富幸・勝山直樹・成田久夫｀ 鈴木隆志・・・越川兼行

Tomiyuki FUKUTA,ヽ aoki KATSUYAMA,Hisao NARITA,Takashi SUZUKI and Kancyuki KOSHIKAWA

要 約 :弱酸性電解水 (pH5 8～ 62、 有効塩素濃度 25～ 35mg/1)のキュウリうどんこ病に対する防除効果及び有
効な利用方法を検討 した。弱酸性電解水は、強酸性電解水 (pH2 7～ 29、 有効塩素濃度 35～ 75mg/1)よ り効果が

劣るものの防除効果を示 し、散布障害 (葉焼け症状)はわずかであった。利用方法では、散布間隔を短くすることに
より防除効果は高まったが、週 7回散布では散布障害や生育障害がみられ、実用は困難であった。また、有効塩素濃
度の低下が少ない展着剤を加用することにより、防除効果は高まった。有効な展着剤の加用により、つる下げ栽培で

は週 1回、250m1/株の散布が適当で、摘心栽培では週 2回、250m1/株の散布が必要であることが示唆された。
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緒   言
酸性電解水は水に電解補助剤として塩化ナ トリウムも

しくは塩化カリウムを添加 し、電気分解することによっ

て得られ、次亜塩素酸を含むことから、殺菌作用を示す

ことが知られている
い
。また 残効が非常に短 く、有機

物に接触することによつて無毒化することから、非常に

安全な資材として、医療、食品などの分野で広く使用さ

れている
υ
。

農業の分野でも、食品の安全性に関心が高まり、環

境負荷の軽減が叫ばれている中で、電解機能水を使つた

民間農法に取 り組む農業者が増えつつある
〕
。 しかし、

科学的な裏付けや技afの体系化が十分なされておらず、

農業者の試行錯誤により取 り組まれているのが現状で

ある。研究機関においても、化学合成農薬に代わる殺

菌剤 としての利用が研究されてきたが、強酸性電解水

(pH2 7～ 29、 有効塩素濃度35～ 75 mg/1)を 作物に散

布すると、葉に散布障害 (葉焼け症状)が発生しやす
く
2)、
実際に使用する上で大きな問題 となっている。

一‐方、弱酸性水電解水 (pH5 8～ 62、 有効塩素濃度25～

35mg/1)は、強酸性電解水よりも、生物等に及ぼす影響

がやや穏やかとされている
2)。
また、強酸性電解水に含

まれる次亜塩素酸は酸化 しやすく、有効塩素濃度が低下

しやすいが、弱酸性電解水は比較的安定 しているという

報告もある
も
'。
そこで、弱酸性電解水のキュウリうどん

こ病に対する防除効果及び有効な利用方法を検討 したの

で報告する。

* 飛騨地域農業改良普及センター
** 西濃地域農業改良普及センター

1 弱酸性電解水がキュウリの病害防除及び散
布障害に及ぼす影響

強酸性電解水、弱酸性電解水及び水道水をl■試 し、 う
どんこ病及びべと病の防除及び散布障害に及 |ま ■影響を

検討 した。

[材料及び方法 ]

強酸性電解水は 電解水生成装置 (ホ シザキ電機製、
ROX 10B)で 作成 し、弱酸性電解水は、この電解水生成

装置から得られた強酸性電解水と強アルカリ性電解水を

12i7で混合し、作成 した (pH5 8～ 62、 有効塩素濃度
25-35mg/1)。

試験は岐阜県農業技術センター南濃試験地ハウス内で

行い、供試品種は穂木に 「シャープ 1」 、台本に 「NEW

スーパー雲竜」を用いた。は種は2001年 10月 3日 、定植

は2001年 11月 13日 に行った。キュウリの栽培様式は畦幅

180cn、 株間45cmの 1条植えとし、つる下げ栽培とした。

つる下げ栽培は主枝 12節摘心、伸張側枝 10～ 12節の 1株

3本仕立てとした_

処理は、細霧冷房装置 (噴霧粒径40μ  m、 3401/分 /10a)

を用いて、週 l Lm」 5分問イすつた。処理期間は2002年 4月

3日 から2002年 5月 14日 とした。 10側枝について 1側枝

当たり展開葉 10葉のうどんこ病、べと病及び散布障害の

発生状況を調査した。

[結果 ]

うどんこ病の発病度は水道水区が高く、強酸性電解水
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表 1 強酸性電解水と弱酸性電解水のうどんこ病発病度1)の推移

処理区 4/8 5/74/1 4/15 4/22 5/21

強酸性電解水

弱酸性電解水

水道水

13

15

28
1発
病度 :(4A+3B+2C+D).(調 査葉数 )/4× 100

(A、 B C、 Dは各水準の葉数、病斑面積 0:発生無し、 1:葉面 1/10以 内、 2:1/10～ 1/5 3:1/5～ 2/3 4:2/3～全面)

05

18

13

23

13

48

40

38

98

35

53

100

105

108

125

68

75

90

70

108

123

区は低く推移 した (表 1)。 弱酸性電解水区は両区の中

間的な発病度を示した。べと病の発病度は水道水区が高

く、強酸性電解水区は低 く推移 したが、その差はうどん

こ病より小さくわずかであった (表 2)。 弱酸性電解水

区は両区の中間的な発病度を示 した。

散布障害の発生は強酸性電解水区で著 しく、弱酸性電

解水区は、ほとんどみられなかった (表 3)。

[考察 ]

弱酸性電解水:政酸性電解水より劣るが、 うどんこ病
に対して防除効果が認められた。一方、べと病に対 して

は若干の防除効果が示されたが、 うどんこ病に対する効
果と比べるとわずかであり、実用上問題があると考えら

れた。また、弱酸性電解水の細霧冷房装置による週 1回

5分間程度の散布では、散布障害はわずかで生育に影響
がないと判断された。

表 2 強酸性電解水と弱酸性電解水のべと病発病度 1'

の推移

処理区    4/30 5/7     5/14     5/21

2 弱酸性電解水の効率 的な散布方法
うどんこ病の防除に適 した弱酸性電解水の散布間隔を

検討 した。

[材料及び方法 ]

試験 1 2001年度作

供試品種は穂木に 「シャープ 1」 、台木に 「NEWス ー

パー雲竜」を用いた。は種は2001年 10月 3日 、定植は

2001年 11月 13日 に行い、つる下げ栽培とした。試験区は

弱酸性電解水週 2回散布区、週 1回散布区、化学合成

農薬 2週間隔散布区を設定した。処理は、細霧冷房装置

(噴霧粒徊 Oμ m、 3401/分/10a)を用いて、週 1回 5

分間行つた。処理期間は2002年 6月 11日 から2002年 7月

9日 とした。化学合成農薬区は トリフミン水和剤3,000

倍を用いた。 10側枝について 1側枝当たり展開葉10葉の

うどんこ病及び散布障害の発生状況を調査 した。

試験 2 2002年度作

実験 1と 司じ供試品種及び処理装置で、弱酸性電解水

週 7回散布区、週 2回散布区、化学合成農薬週 1回散布

区を設け試験を行った。は種は2002年 8月 24日 、定植は

2002年 9月 18日 に行い、つる下げ栽培とした。処理期間

は2002年 10月 2日 から2002年 12月 24日 とした。各区10側

枝について 1側枝当たり基部から10葉のうどんこ病及び

散布障害の発生状況を調査 した。

強酸性電解水

弱酸性電解水

水道水

23

28

50

105

118

103

50

60

70

43

45

65

1'発
病度 :表 1と 同様

表3 強酸性電解水と弱酸性電解水の散布障害 1)の発生推移

5/7 5/14処理区

強酸性電解水

弱酸性電解水

水道水

00

00

00

53

00

00

16 8

00

00

22 5

40

00

138

40

00

148

00

00

125

03

00

11 5

03

00
1)障
害度 :(4A+3B+2C+D)/(調 査葉数 )/4× 100

(A B C、 Dは各水準の葉数 障害葉面積 01発生無し、 1:葉面 1/3以内、 211/3～ 2/3、 3:2/3～全面、4:葉枯)
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表 4 弱酸性電解水の 2回散布と 1回散布のうどんこ病
発病度
1)の
推移 (2001年 )

表6 弱酸性電解水のフ回散布と2回散布の散布障害 1)

の発生推移

交L理里[【     6/11  6/17  6/24   7/1   7/8   7/15 史LI里 [【    10/9  10/23  11/6  11/20  12/4  12/18
2回散布    0  6  7  14  13  14
1回散布    0  6  8  16  26  21
化学合成農薬  1  7  4  16  13  23
)発
病度 :表 1と同様

表 5 弱酸性電解水の 7回散布と2回散布のうどんこ病
発病度
つ
の推移 (2002年 )

7回散布   8  13  25  30  35  48
2回散布   3  3  5  5  33  43
イピ論 懸 O o o o o o
l障
害度 :表 3と 同様

表 7 弱酸性電解水の 7回散布と2回散布の生育調査結
果 (12月 26日調査 )

女1'11X     10/9   10/23   11/6   11/20   12/4   12/18 葉長
1サ  葉幅 葉色 2)側¨
(cm) (cm)       (節 )(m)

処理区7回散布
2回散布

化学合成農薬

1｀

発病度 :(5A+4B+3C+2D+E)/(調 査葉数 )/5× 100

(A、 B、 C D、 じは各水準の葉数、病斑面積 0:発生無し、 1:
病政1数個、 2:葉面 1/10以内 3:1/10～ 1/5、 4:1/5～
2/3、 5:2/3～全面)

[結果 ]

試験 1:う どんこ病の発病度は、週 2回区が化学合成

農薬区とに等ないしやや少ない発病度で推移 し 週 1回

区は試験期間の後半、発病度が高まった (表 4)。 散布

障害の発生は 3区 ともみられなかつた。

試験 2:う どんこ病の発病度は週 7回区では化学合成

農薬とほぼ同等で処理期間を通 して低 く推移する傾向を

示したが、週 2回 区では高い値 となつた (表 5)。

散布障害の発生度は週 7回 区で処理 1週間後から他の

2区より高い値で推移 し、週 2回区では徐々に上昇 し最

終的には 7区 と同等の高い値を示した (表 6)。

生育については、散布障害の発生が顕著な週 7回 区

で葉長、薬幅、葉色、側枝節数、側枝長ともに化学合成

農薬区より劣った (表 7)。 週 2回区では葉長、葉幅は

やや小さくなったが、側枝節数、側枝数に差はみられな

かった。

[考察 ]

うどんこ病の防除効果は、試験 1において、週 2回散

布で 2週間間隔の化学合成農薬散布と同等ないしはやゃ

優れた。 しかし、試験 2では、週 2回散布で週 1回の化
学合成農薬散布より劣った。これは、化学合成農薬の散

布間隔のみならず、散布開始時のうどんこ病の発病度の

差によるものと考えられた。すなわち、試験 1では試験

開始時期にうどんこ病はほとんど発生していなかったの

に対 して、試験 2では散布開始時期からすでにうどんこ

病が発生していたためと考えられた。また、試験 2にお

いて、週 7回散布ではうどんこ病の防除効果は週 1回の

化学合成農薬散布 とほぼ 司等であったが、生育への影響

1'葉
長 葉幅はItt花開花位置で濃1定

2,葉
色は SPAD-502値
3側
枝節数 側枝長は作付け終了後に調査

が大きかった。週 2回散布では、散布障害は徐々に上昇

し最終的には 7区 と同等となつたが、生育への影響はわ

ずかであった。

以上のこと′らヽら、弱酸性電角『水によるうとたこ1占げ,防

除は、散布開始時期の発病程度が大きく影響すると考え

られた。より効果的に防除するには、発病前から予防的

に散布 していくことが重要であり、これにより週 2回程

度の散布で防除できる可能性が示された。 しか し、発病
程度が甚だしい場合は、散布間隔を短くしても生育障害

が発生してしまうため 実用的な防除が困難であると考
えられた。

3 弱酸性電解水の展着剤 加用の検 討
弱酸性電解水の防除効果をより高めることを日的に、

展着剤の加用が弱酸性水によるうどんこ病の発病抑市1効

果に及ぼす影響ついて検討 した。

[材料及び方法 ]

展着剤は展着剤 A(有 効成分 ポ リアルキレングリ
コールアルキルエーテル 27%)、 B(同 ポ リオキシ
エチレンアルキルフェニルエーテル 20%)、 C(同 ポ
リオキシエチ レンオクチルフェニルエーテル 50%)、

D(ポ リオキシエチ レンヘキシタン脂肪酸エステル
50%)、 E(同 ノ`ラフィン 24%)、

「
(同 ポリナフチ

ルメタンスルホン酸ジアルキルジメチルアンモニウム

18%、 ポリオキシエチレン脂肪酸エステル 50%)を供
試 した。

試験 1:弱酸性電解水に及ぼす展着剤の影響

展着剤の加用が弱酸性電解水のpH、 酸化還元電位、有

7回散布   175 164
2回散布   192 179
化学合成農薬  199 201

42 2    24 3    2 31

51 0    27 2    2 86

53 5     27 7     2 86



効塩素濃度に及ぼす影響を調査 した。有効塩素濃度はヨ

ウ素滴定法で測定した。

試験 2:弱酸性電解水のうどんこ病の防除効果に及ぼ
す展着剤の影響

(1)展 着剤の比較
供試品種は穂本に 「ハイグリーン21」 、台木に「ゆう

ゆう一輝 (黒タイプ)Jを用いた。弱酸性電解水に加え
る展着剤の違いが うどんこ病の防除効果に及ぼす影響を

調査 した。は種は2003年 9月 16日 、定植は2003年 10月 15

日に行い、つる下げ栽培とした。展着剤は試験 1で、弱

酸性電解水の有効塩素濃度の低下が少なかったものを供

試 した。処理は背負式散布機により週 1回 500m1/株 で散

布 した。処理期間は2004年 3月 10日 から2004年 6月 10日

とした。各区 5側枝について基部から10葉のうどんこ病

及び散布障害の発生状況を調査 した。

(2)展 着剤の防除効果
供試品挿 |ま穂木に 「ハイグリーン21_、 台木に「ゆう

ゆう一輝 (黒タィプ)Jを用いた。展着剤自体のキュウ
リうどんこ病に対する防除効果について検討 した。展着

剤試験 2(1)の 結果から展着剤 Bを供試 した。は種は
2007年 H月 15日 、定植は2007年 12月 19日 に行い、つる下

げ栽培とした。散布液は弱酸性電解水及び水道水の 2水

準とし、展着剤についても加用及び無加用の 2水準の組

合せ試験とし、週 1回250m1/株で散布 した。また、対照

として 2週間間隔250m1/株 での化学合成農薬散布区と無

散布区を設けた。化学合成農薬散布区はうどんこ病に農

薬登録のある殺菌剤をローテーションで使用 した。処理

期間は2007年 5月 24日 から2007年 7月 11日 とした。各区

5111枝について基部から10葉の うどんこ病及び散布障害
71発 生状況を調査 した。
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試験 3:つ る下げ栽培での利用方法の検討
つる下げ栽培における展着剤を加用 した弱酸性電解水

の散布間隔及び散布量を検討 した。供試品種及び調査方

法は試験 2と 同様とした。

(1)散 布量の検討
は種は2003年 10月 1日 、定植は2003年 11月 5日 に行っ

た。散布間隔は 1週間とし、散布量について、250m1/株

と500m1/株 区を設けた。また、対照として 2週間間隔で

の化学合成農薬散布区、無散布区を設けた。化学合成

農薬散布区はうどんこ病に農薬登録のある殺菌剤をロー

テーションで使用した。処理期間は2004年 4月 2日 から

2004年 5月 18日 とした。

(2)散 布間隔の検討
は種は2004年 12月 16日 、定植は2005年 1月 28日 に行つ

た。散布量を250m1/株とし、隔週 1回、週 1回、週 2回

間隔区を設けた。また、対照として 2週間間隔での化学

合成農薬散布区、無散布区を設けた。化学合成農薬散布

区はうどんこ病に農薬登録のある殺菌剤をローテーショ

ンで使用 した。処理期間は2005年 5月 24日 から2005年 6

月28日 とした。

試験 4:摘心栽培での利用方法の検討
摘心栽培における展着剤を加用 した弱酸性電解水の散

布間隔及び散布量を検討 した。は種及び処理期間は試験

3bと 同様とした。処理間隔は週 1回、週 2回の 2水準
とし、散布量についても250m1/株と500m1/株 の 2水準の

組合せ試験とした。また 対照として 2週間間隔での化
学合成農薬散布区、無散布区を設けた。化学合成農薬散

布区はうどんこ病に農薬登録のある殺菌剤をローテーシ

ョンで使用 した。各区 4株について 10葉のうどんこ病及
び散布障害の発生状況を調査した。

表 8 弱酸性電解水に及ぼす展着剤の影響

崚］
酸化還元電位 有効塩素濃度

展着斉lA

希釈率

10,000倍

5,000倍

2,000イ音

1,000イ音

500倍

1,000倍

1,068

1,069

1,076

1,075

1,038

1,067

1,086

1,089

1,068

998

1,054

880

316
32 6

316
25 2

188
135
33 0

28 4

26 2

22 0

39
124
25
33 0

(mV

展肴剤 B
展着剤 C
展着剤D
展着剤 E
展着斉」F

61
62
63
63
59
6 1

60

6 1

62
6 1

63
55
63
60 1,075 1 075

展若斉lA:ポ リアルキレングリコールアルキルエーテル 27%、 B:ボ リオキシエテレンアルキルフェニルエーテル 20%CIホ リオキシェチレンオクチルフェニルエーテル 50% I):ボ リオキシエチレンヘキンタン脂肪酸エステル 50%、E:パラフィン 24% F:ボ リナフチルメタンスルホン酸ジアフレキルジメチルアンモニウム 18%、
ポリオキシエチレン脂肪酸エステル 50%



― 水道水

一 魏 性電解水のみ

― 晨着剤A

‐ゝ 展着剤B

― 風翻 C
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駅
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3/8    3/22    4/5    4/19    5/3    5/17   5/31   6/14

月/日

図 1 弱酸性電解水に加用した展着剤の種類によるうど
んこ病の発病度への影響

発病度 :(5A+4B+3C+2D+Eソ (調査葉数 ソ5× 100(A B、 C、 D、

ドは各水準の葉数、病斑面積 0:発生無し、 1:病 敷F数個、 2:
1/10以内、 311/10～ 1/5 4 1/5～ 2/3、 5 2/3～ 全面)展
着剤 A B、 C区はそれぞれ弱酸性電角ギ水にカロ用して使用

3/8    3/22    4/5    4/19    5/3    5/17   5/31   6/14

月/日

図 2 弱酸性電解水に加用 した展着剤の種類による散布

障害の発生への影響

障害度 (4A+3B+2C+D1/(調 査葉数)/4X100(A、 BC、 D、 Eま各水準
の業数 0発生無し 1葉面積の1/3以内 21/3～ 2/3、 3全面 4
葉枯)

展着剤A、 い C区はそれぞれ弱酸性電解水に加用して使用

[結果 ]

試験 1:供試 したA～ Fの 6種類の展着剤の中では、

展着剤 D、 E、 Fは弱酸性電解水に加用 した直後に、

その有効塩素濃度を低下させた (表 8)。 特に、展着剤

D、 Fは 1時間後には加用前の 8～ 12%程度まで低下さ

せた。一方、展着剤 A、 B、 Cは加用直後の有効塩素濃

度の低下が少なかつた。

試験 2(1):う どんこ病の発病度は、水道水 >弱酸
性電解水 >展着剤A加用 >展着剤 B加用 >展着剤 C加

用、の I贋で推移 し、弱酸性電解水に展着剤を加用する

ことによつて、弱酸性電解水のみで散布するよりも防除

5/24  5/31   6/7  6′ 14  621  6′ 28  7/5
月/曰

図3 展着剤によるうどんこ病の発病度への影響
発病度 :図 1と同様

展若剤 :ボツキシエチレンアルキルフェニルエーテル20%5000倍
化学合成農薬 :殺菌剤を隔週、ローテーションで使用

異なるアルファベットは L S D5%で 有意差があることを示す
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4/8    4/15    4/22    4/29    5/1    5/10    5/20
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図 4 つる下げ栽培におけるうどんこ病の発病度の移
(散布量の比較 )

発病度 :図 1と同様
散4j液 :弱酸性電解水―民着押

(ホリキンエチレンアルキ,,7=コンニーテ■20%)5000イ
=化学合成農薬 :殺菌剤をビーテーションで使用

異なるアルファヘノトまヒ S D5%で 有意差があることを示す

効果が高まる傾向が認められた (図 1)。 ただし、最も

効果の高かった展着剤 Cはキュウリに対する農薬登録が

ないため、展着剤 Bが最も有望と考えられた。散布障害

は、全ての試験区においてほとんどみられなかつた (図

2)。 この結果から、以降の試験には全て展着剤 Bを用

いることとした。

試験 2(2)iう どんこ病の発病度は、水道水≒無処
理≧水道水+展着剤≒弱酸性電解水≧弱酸性電解水 +展

―●― 弱酸性電解水+展着剤
‐‐・ 弱酸性電解水

―。―水道水+展着剤         告・
‐C「・ 水道水       H ′

′

/ed

~響疵薬 /,■ ′β

△ t才
″Ib

維瓦1工_a/a＼ a

→← 水道水     ―← 弱酸性電解水のみ

― 展着剤A    ―← 展着割B

― 展馴
C



―← ■2回 250mレ株

―●―la l回 250● l′棒

‐‐ ‐隔■1回 250● |レ株

―
缶散布

-1し 争合成■凛

`基
ご

＝
●
駅

月/日

図 5 つる下げ栽培におけるうどんこ病の発病度の推移
(散布間隔の比較 )

発病度 散布液及び化学合成農薬は図3と同様
異なるアルファベントは I S D5%で 有意差があることを示す
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週散布の化学合成農薬よりも劣るものの、発病度は低下

した。散布間隔の比較では、週 2回は隔週 1回 よりもや

や優れる傾向はみられたが、週 1回 とは防除効果に大差

はみられなかった。

試験 4:摘 心栽培でのキュウリうどんこ病の発病度
は、無散布区>週 1回 250m1/株区■週 1回・500m1/株

区>週 2回 250m1/株区≒週 2回・500m1/株 区>化学合

成農薬区の順で推移 した (図 6)。 展着剤を加用 した弱

酸性電解水を散布することにより、隔週散布の化学合

成農薬 より劣るものの、発病度は低下した。また、散

布量の影響より散布間隔の影響が大きく、250m1/株 と

500m1/株の間には発病度の差はみられなかったが、週 2

回散布は週 1回散布と比較して低い発病度で推移 した。

[考察 ]

展着剤には、その種類によって有効塩素濃度の変化

に及ぼす影響に差があった。低下が少ないものは、非イ

オン界面活性剤のエーテル系であるものが多く、また

著しく低下させるものには、非イオン界面活性剤のエス

テル系や陽イオン界面活性剤であるものが多かった。こ

のような有効塩素濃度の低下が少ない展着剤の加用は、

散布障害をほとんど発生させることなく、弱酸性電解水

のうどんこ病に対する防除効果を高める効果が認められ

た。対照の水道水への展着剤の加用において防除効果が

認められたことは、展着剤のなかには、それ自体にうど

んこIA~の防除効果を持つものがあると考えられたが、そ

れより弱酸性電解水と展着剤の加用効果が優 り、それは

弱酸性電解水のみよりも効果があつたことから、弱酸性

電解水と展着剤の加用が有効なことが示された。

有効な展着剤を加用した場合の散布量及び回数は、つ

る下げ栽培では、250ml′ 株の散布量で週 1回、一方、摘

心栽培では、250m1/株 の散布量で週 2回が本研究の試験

設定の中からは栽培方法に応 じた適当な処理方法と判断

された。

総合考察

平成 9年から始めた当センターの酸性電解水の研究は、

強酸性電解水の うどんこ病に対する防除効果を確認 した

が、散布障害があることから、他の研究と同様に
5)、

普

及技術に至っていない.酸性電解水の殺菌効果のキ要因
は次亜塩素 r‐・であり、散布障害もまたそれによると報告

されている
°「 。 こうしたなか、防除効果を持ちな

がら散布障害を軽減できる技術の開発が望まれていた。

本研究では弱酸性電解水の効果、散布障害程度、利用方

法等について明らかにした。

本研究で使用 した弱酸性電解水は強酸性電解水と強ア

ルカリ性電解水を12:7で混合し、pH5 8～ 62、 有効塩

―●"遍 1口 500mレ株
‐■ ‐■ 1回 250mレ株

―O― ■ 2回 500mレ株
‐CI― ■ 2回 250mレ株

―
無散布

―
イヒ学合成晨薬

月/日

図 6 摘心栽培おけるうどんこ病の発病度の推移
■1■ t 散拍i液及び化学合成農薬は図4と同様
異なるア′

'7「
 、ァ iI S D5%で 有き差があることを示す

着剤 >化学合成農薬の順で推移 した (図 3).弱 酸性電
解水は水道水に比べやや発病度は低下 し、展着剤を加用

することでさらに効果が高まった。また、展着剤を加用

した弱酸性電解水は、展着剤をカロ用した水道水より発病

度は低下した。散布障害は全ての試験区においてみられ

なかった.

試験 3-(1):つ る下げ栽培について散布量、散布間
に関する検討を行つた結果、散布量については、250m1/

株区、500m1/株 区とく)、 うどんこ病の発病度はほぼ同等

で防除効果に差異は認められなかった (図 4)。

試験 3(2):散 布間隔について検討 した結果、 うど
んこ病の発病度は、無散布区>隔週 1回 区≧週 1回区≧

週 2回区>化学合成農薬区の順で推移 した (図 5).展
着剤を加用した弱酸性電解水を散布することにより、隔
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素濃度25～ 35mg/1と した。

本研究において、弱酸性電解水の防除効果は強酸性電

解水より弱いものの水道水より効果のあることが示され

た。 しかし、弱酸性電解水は、強酸性電解水と比較して

散布障害の発生が軽微であることから、防除への利用は

十分に可能と考えられた。散布障害については、 トマ ト
について、週 2回程度pH2 7以下、もしくは有効塩素濃

度20mg/1以 上の薬液の散布が葉に散布障害を発生させる

とい う報告もあるが
89)、
今回の研究に用いた有効塩

素濃度は25～ 35mg/1の 弱酸性電解水を週 2回程度散布 し

た状況ではキュウリの葉には散布障害はほとんど発生せ

ず、作物の種類や処理条件によつて散布障害の発生しや

すさに差があることが伺われた。

弱酸性電解水は、散布間隔を短くすることによって防

除効果は高まつたが、それに伴い弱酸性電解水において

も散布障害や生育遅延が発生するため、散布間隔を短く

することには限界があり、それは週 2回程度までと考え

られた。

弱酸性電解水の防除効果をより高めるために、有効塩

素濃度を低下させにくい展着剤の加用が有効であった。

これにより、つる下げ栽培において、 うどんこ病の防除
には弱酸性電解水のみでは週 2回の散布が必要であつた

が、展着剤の加用によつて週 1回 にまで散布回数を削減

できることが示された。このように防除効果が向上した

原因は、弱酸性電解水の効果に加え、湿展性や浸透性を

高めるという展着剤本来の働きと展着剤自体の防除効果

の双方によるものであることが、今回確認された。新た

な展着剤については有効塩素濃度の検証が必要である。

摘心栽培においては、展着剤をカロ用してもうどんこ病

の防除には週 2回の散布が必要であつた。つる下げ栽培

より散布間隔を短くする必要があつたのは、つる下げ栽

培では、摘葉による葉の更新速度が早いため耕種的な防

除効果がより大きく働いたためと考えられた。

酸性電解水をキュウリうどんこ病の防除に効果的に利

用するためには、展着剤の加用や散布間隔等の他に、

①発病前から予防散布、②葉裏にも薬液がかかるよう

「
寧に散布すること (接触によつてのみ殺菌効果を示す

ため)、 ③発病が進行した場合には、化学合成農薬との

併用に切り替えること (治療的防除効果を持たないた

め)、 が重要なポイントである。

酸性電解水は、前述のように一般の化学合成農薬のよ

うな効果のシャープさ、持続性を持たないが、医療、食

品などの分野で広く利用されている資材であり、安全

安心を推進する「ぎふクリーン農業Jに大きく寄与でき

る可能性を秘めている。本研究ではキュウリの うどんこ

病に対する使用方法を明らかにしたところであるが、酸

性電解水は現在、農薬登録はなく、特定防除資材 (特定

農薬)と しての指定が審議されており、判定が保留とな

つている。このため、使用に関しては使用者の判断に委

ねられているのが現状である。
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ABSTRACT
Thc prcvcntion cfFcct and practical usagc of faintly

acidic oloctrOlyzcd watcr(pH5 8-62, availablc chlorine

conccntratlon(ACC)25～ 35mg/D was cxamincd for thc

po、vdery mildc、v on cucumbcr lcavcs  This water prevented

the discase lcss ctctively than strongly acidic clcctrolyzod

water(pH2 7～ 29,ACC 35～ 75mg/D Howcvcr,thero

was fcw lcaf burns likc physiological disordcr on cucumber

loavos About the practical usago, it was not emective t。
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shortcn spraying intervals such as spraving 7 times a wcek     in the wire― training cultivatiOn and t、vicc a veek in the

Bccause leaf burns incroasc and thc cucumbcr gro、 vth is    pinching cultivation

inhibitcd cvcn if the prcvcntion efFcct increases While the

prevention efFect incrcascs by adding low ACC sprcadcrs                  KEYWORDS

to faintly acidic elcctrolyzed 、vatcr lt 、vas suggcsted that    Faintly acidic electrolyzed wator , POwdery nildew

spraying 250m1/plant with cfFectivc sproader once a week    On cucunber leaves , Spreader


